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 David Kappos氏は、USPTOの長官に就任して以来、特許出願の審査未着手件数（滞貨）を削減することに注力し

成果を挙げてきました。下表によれば*1、過去 1年間の審査未着手件数は、10％も減少しています。 

 

通常の特許出願の審査未着手件数と、RCE の審査未着手件数と、BPAI の審理未着手件数との間には、次の関係が

あるようです。すなわち、これら３者間には、通常の特許出願の審査未着手件数が減少するにつれて、RCEの審査未

着手件数と、BPAIの審理未着手件数とが増加し続けているという関係にあります。 

 

なお、上記表において、審査未着手件数は、”a first action on the merits (FAOM)” が発行されていない出願件数を意

味しており、RCEは含まれていません。上記表において、RCEの審査未着手件数が増加しているのは、USPTOが、通常の

特許出願の審査未着手件数の削減に焦点を当てていることから直接引き起こされた結果です。  

2012年 3月には、BPAIは 911件（最近では最多の件数）に対して行政処分をしており、その結果、BPAIの審理未着手

件数の増加がスローダウンしていますが、1,343 件の審判が新たにドーケットされており、結果として審理未着手件数は増加

し続いています。  

                                                   
*1 LINK: http://www.patentlyo.com/patent/2012/05/the-uspto-patent-backlogs-falling-and-rising.html 
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